Separation Science 2011（SS2011)
－安全安心と快適を支える分離と検出の科学－
主催：（社）日本分析化学会　分離分析関係研究懇談会（フローインジェクション・ガスクロマトグラフィー・イオンクロマトグラフィー・液体クロマトグラフィー）
共催：JAIMAコンファレンス
期日：2011年9月6日（火）・7日（水）
会場：幕張メッセ国際会議場　　2階　コンベンションホールB(6日)、同会議場301室（7日）
　　　　　[交通：JR京葉線で「海浜幕張駅」下車、徒歩8分。なお、同期間「2011分析展」およびJAIMAコンファレンスが幕張メッセ内で同時開催されます]
プログラム
講演番号　
　特別講演：S,　名誉講演：M,　一般講演：G,　ポスター発表：P
講演時間　
　特別講演45分,　名誉講演60分,　一般講演15分（講演12分、討論2分、交代1分）
ポスター発表要領
　ポスターボード：高さ180ｃｍ、幅120ｃｍ（上から90ｃｍが有効）。9月6日午前中に貼り終え、14:40からのポスター発表紹介時間に口頭で1分間説明してください。発表コアタイムは15：15から16：45までです。ポスターの撤去は16：45から行ってください。
参加費：　事前４，０００円、当日５，０００円、技術紹介ポスター発表５，０００円/件　（要旨集代含む）、学生2,000円、当日現地受付にてお支払いください。なお、事前参加となるには事前の参加登録が必要です（発表者含む）。
技術情報交換会（懇親会）　9月6日17：30より開催。参加費４，０００円　を当日受付にてお支払いください。会場：Ｙ'Ｓ（ワイズ） バイキングレストラン（Tel.043-274-7051）
　　　　　　　（千葉県千葉市美浜区中瀬1-3 幕張テクノガーデン CD棟3F）
事前参加登録の方法：下記の飯田泰広宛にメールで、氏名、所属、電話番号、電子メールアドレスを記載の上、参加を申込み下さい。事前登録の締切は９月２日（金）．
なお、会場への入場は分析展・科学機器展への登録が別途必要です。詳細は下記のホームページをご覧ください。
http://www.jaimasis.jp/2011/index.html

問合せ先、参加登録先：飯田泰広（神奈川工科大学応用バイオ科学部応用バイオ科学科）　　E-mail:　iida@bio.kanagawa-it.ac.jp　　TEL:　046-291-3143　 FAX：046-291-3317
講演プログラム
（座長は交渉中を含んでいます）
第1日（6日）　コンベンションホールB会場
10：00－10：05　開会挨拶　SS2011実行委員長　小熊幸一
＜一般講演＞
10：05－11：05  　（座長　中村栄子）
G01　食品中機能性成分分析マニュアルの作成と共同分析による精度向上の試み
　　　○福本夏生、沼田 雅彦 （産総研・計量標準総合センター）、岩橋　均 （産総研・健康工学）、細川　純、三木啓司（産総研・四国センター）

G02　水質分析法の国際標準との整合化等に係る公定分析法検討
後藤良三（東亜ディーケーケー（株））
G03　接着剤種類別4VOC含有量試験方法の紹介
　　　　〇内山真由美、田中浩史 (三菱化学アナリテック)、三重野謙三、横尾真介(日本接着剤工業会)
G04　汎用型高速向流クロマトグラフ装置によるタンパク質分離におけるeccentric coilとtoroidail coilの分離効率の比較
　　　○四宮一総（日本大薬）、柳平和寛，吉田和範（日本大理工），伊東洋一郎（米国NIH）
＜特別講演1（LC）＞
10:05-11:50  （座長　井上剛志）
S01　燃焼－イオンクロマトグラフィーによる難燃性臭素分析について
長島　潜（（株）ナックテクノサービス）
11:50-13:00　昼食
＜一般講演＞
13:00-13:45　（座長　四宮一総）
G05　ピコピペットを用いた単一細胞操作と遺伝子発現解析
　　　　　○飯田泰広、ムジュジ・ヒラリー・ウイリアム、西田　拓（神奈川工科大応用バイオ）
G06　HPLCによるジペプチドの溶液内反応と固液界面反応の平衡論的および速度論的解析
○枝　彩花、斎藤伸吾、渋川雅美（埼玉大院理工）
G07　過酸化ポリピロール膜の作製と分子認識
　〇中土井　祐、床波志保（大阪府立大院　21世紀科学研究機構）、細末健太、椎木　弘、長岡　勉（大阪府立大院工学研究科）
＜特別講演2（IC）＞
13:50-14:35  （座長　後藤良三）
ＬＣ－ＭＳ／ＭＳを用いた食の安全に関する分析技術の発展
望月　直樹（アサヒビール㈱　食の安全研究所）
14:40-17:00  ポスター（座長　古野正浩・佐藤　博）
17:30  情報交換会（懇親会）
第2日（7日）　国際会議場　3階　301
＜一般講演＞
10：00－10：45  　（座長　渋川雅美）
G08　塩化バナジウム（Ⅲ）還元-ナフチルエチレンジアミン発色－フローインジェクション分析法による硝酸イオンの定量
〇尾崎成子、後田貴之、玉井智巳（横浜国立大学）、庄司貴（日本環境衛生センター）、中村栄子（横浜国立大学）
G09　フロー系を用いたCalcein blueの蛍光発光に基づくドーパミンの検出　
　　　　　〇石松亮一、瀬戸大輔、牧　知治（九大院工）、宗　伸明（佐賀大院農）、中野幸二、今任稔彦（九大院工）
G10　水溶離液を用いる陰イオンの導電率検出静電型イオンクロマトグラフィー
の高感度化
〇小崎大輔（広大院国際），中谷暢丈（酪農大環境システム），森勝伸（群大院工），施朝鴻（広大院国際），古月文志（北大院地球環境），田中一彦（広大院国際）
＜特別講演3（GC）＞
10:50-11:35  （座長　前田恒昭）
S03　ガスクロマトグラフィー通則の改定と用語の正しい使い方
保母敏行（首都大学東京）
11:35-13:00  昼食
＜名誉講演＞
13:00-14:00  （座長　中村　洋）
M01　量子化学計算に基づく過酸化水素分析用チタン（IV）-ポルフィリン試薬の特性評価
高村喜代子（東京薬科大学名誉教授）
＜特別講演4（FIA）＞
14:10-14:55  （座長　関　達也）
S04　新しい概念を組み込む流れ分析法への挑戦
手嶋紀雄（愛知工業大学）
＜一般講演＞
15:00-15:45  （座長　飯田泰広）
G11　鉄鋼スラグ中のフリーライム成分を分析するためのエチレングリコール抽出に関する基礎検討
上原伸夫（宇都宮大院工）
G12　針型試料前処理デバイスを用いた火災原因調査
　〇植田郁生（山梨大院工）、齊戸美弘（豊橋技科大院工）、藤村耕治（信和化工）、塚原昌尚（姫路市消防局）
G13　生ゴミコンポスト処理時の臭気成分とにおいの抑制の検討
　　　　○佐藤博、難波圭太郎、酒井翔平（長崎国際大学薬）、保母敏行（首都大学東京）、下元仁美（TOTO）
15:45-15:50  閉会挨拶　SS2011実行委員長　小熊幸一
＜ポスター発表＞
P01　陰イオン交換樹脂TEVA resinを用いたケイ素の分離濃縮法の開発
　　　　○大西悠、中島淳一、大野正司、関　達也（日産化学工業（株）物質科学研究所　物質解析研究部）
P02　多機能ナノスプレー搭載LC-MSによる天然物中の微量成分解析
〇宮地りか、中西将太、野口貴俊、佐藤博彦、宮本久惠、関　達也（日産化学工業（株）物質科学研究所　物質解析研究部）
P03　イオンクロマトグラフィーによる食品中の亜硫酸イオンの分析
〇植草勇樹（日大院理工）、吉川賢治、櫻川昭雄（日大理工）
P04　トレーサビリティが確保された新規値付け方法による多成分混合標準ガスへの値付け
〇渡邉卓朗、加藤健次、前田恒昭（産総研　計測標準研究部門）
P05　メソッドスカウティングシステムによる超高分離条件の迅速探索
　　　　　　〇寺田 英敏、山口 忠行、西根 勤、早川 禎宏（島津製作所 応用技術部）
P06　熱分解・反応熱分解GC×GC-MS法を用いた高分子材料解析
　　　　　　〇中西将太、野口貴俊、宮本久惠、関　達也（日産化学工業（株）物質科学研究所物質解析研究部）
P07　ヒアルロナンのモル質量分析
　　　　　　〇高橋亮（群馬大院工）、瀧上眞知子（TGRI）、瀧上昭治（群馬大機器分析セ）
P08　オゾンとの反応を用いるイソプレンのフローインジェクション蛍光光度法
〇杉山恭一郎　岩崎剛志　手嶋紀雄　酒井忠雄（愛知工大応化）
P09　アルデヒド類のオンライン誘導体化反応とキャピラリー電気泳動分析
〇原田　恵・手嶋紀雄・酒井忠雄（愛知工大応化）
P10　インクジェットマイクロチップで形成したフッ素化アルコールナノ液滴を用いた水溶性有機化合物の分散液－液マイクロ抽出
〇中釜達朗、亀井陽介、田村　将、齊藤和憲、南澤宏明（日大生産工）　
P11　電気化学クロマトグラフィーを用いたオンカラム酸化還元誘導体化法による酸化還元性物質の選択的分離に関する研究
　　　　　　〇齊藤和憲、小田幹、中釜達朗、M.D.Poter、（日大生産工）渋川雅美（埼玉大院理工）
P12　ＨＰＬＣ／ＰＴＶ（Ｐｙ）／ＧＣＭＳ法による共重合体の構造解析
武井義之（ジーエルサイエンス株式会社応用技術部）
P13　ＳＥＣ、ＰＴＶ（Ｐｙ）／ＧＣＭＳを用いた接着剤の加熱による解体メカニズムについて
武井義之（ジーエルサイエンス株式会社応用技術部）
P14　 2 種類のカラムを用いたLC-ESI-MS スペクトルを結合させた擬似二次元クロマトグラムによるポリマー分析
　　　　　〇久富広隆（関西大化学生命工）、西本ゆかり（日本合成化学）、小澤智行（日産化学工業）、川崎英也（関西大化学生命工）、右手浩一（徳島大院）、荒川隆一（関西大化学生命工）
P15　ナノプロセッシングを用いる金ナノロッドの形態制御およびチオールセンシング
〇吉田蔵，清水得夫，上原伸夫（宇都宮大院工）
P16　室内外及び牛舎空気中のMVOCの測定
　　　　　〇笠原達見、土居大晃、兼島公香、峯木　茂 (東京理科大学)、高鳥浩介 (NPOカビ相談センター)、後藤純雄（麻布大学）
P17　室内の有機リン系難燃剤のGC/MS分析
　　　　　〇杉嵜佑樹（麻布大学）、上村　仁（神奈川県衛生研究所）、辻　清美（神奈川県衛生研究所）、兼島公香（麻布大学）、後藤純雄（麻布大学）
P18　糸状菌によるPAHの分解能検索
　　　　〇川上由紀子（東京理科大学）、郭　錦堂 (中国医薬大学(台湾))、髙木敬彦 (麻布大学)、後藤純雄 (麻布大学)、吉沢秀治 (明星大学)、峯木　茂 (東京理科大学)
P19　イオンペア試薬を用いないLC/MSによる医薬品不純物分析
　　　　〇河野慎一、荒川清美（島津製作所 応用技術部）、藤戸由佳（島津総合分析試験センター）
P20　 LC/MS/MSによるダイエタリーサプリメント中ビタミンの分析
　　　　〇荒川清美（島津製作所 応用技術部）、藤戸由佳（島津総合分析試験センター）、市川千種（島津製作所　マーケティング部）、河野慎一（島津製作所 応用技術部）
P21　高温燃焼-ハロゲン・硫黄自動分析システムの鉱物試料への適用
　　　　　　岩井卓史、○長嶋　潜（㈱ナックテクノサービス）、出羽　好（㈱ヤナコ機器開発研究所）
P22　ポリエチレングリコール／硫酸ナトリウム水性二相抽出法を用いた環境水中のカドミウムの簡易比色定量法の開発
　　　　〇信島大輝、齋藤伸吾（埼玉大院理工）、松谷佑磨、齊藤和憲、南澤宏明（日大生産工）、渋川雅美（埼玉大院理工）
P23　多孔質グラファイトカーボンカラムを用いたオンカラム酸化還元化学種変換HPLCに関する基礎研究
　　〇ウヤハン、齋藤伸吾（埼玉大院理工）、齋藤和憲（日大生産工）、渋川雅美（埼玉大院理工）
P24　複合固定化酵素を用いた新規ヒアルロン酸のフローインジェクション分析
　　　　　　○長嶋久美子（神奈川工大応バ）、中村行雄（ジュジュ化粧品（株）、飯田泰広（神奈川工大応バ）

P25　タバコ培養細胞における過冷却ストレスの影響評価
　　　　　　○生月俊也（神奈川工大応バ）、鳴海　明（神奈川工大機械）、飯田泰広（神奈川工大応バ）

